
響
糊塗
撫叢
.

恐
㎜

一説

財

産

税

と
租

税

給

付
能

カ

ー
…

宮

号

ヨ

再

に
就

き

て

(
こ
…
・

鎌

倉

時

代

の
家

族

制

度

(四
)

・・

時

士畢
闇
…題

米

國

の

日
本
移

民

問
題

・…

…
・

加

州

土

地

問
題

に
就

て
…
…

・

難
脳

録

船
舶
…能

力

の
凝

達

…
・.・.
…
・
…

株

式

の
分

布

と
課

税

…
…

手
形

変
換

所
制

度

論

(三
、完
):

好
景

気

の
反

動

と
物

偵

-
…

・.・法
學
博
士

耐

戸

正

雄

…
法
學
博
士

、財

部

静

治

-
.文
學
博
士

三

浦

周

行

…
注
學
博
士

戸

田

海

市

..法
學
博
士

神

戸

正

雄

法

學

士

小

島

昌

太

郎

…
法

學

士

汐

見

三

郎

…
法

學

士

大

森

研

造

…
注
學
博
士

淋

戸

正

雄
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手
形

交
換
所
制

度
論

(三
、完
)

大

森

碗

浩

-'》

第
八
笛
、
手
形
交
換
所

の
特
種
業
務

第

一
欺

手
形
交
換
所
貸
出
證
券

交
換
所
證
券
な
る
も
の
は
、
米
国
各
地
の
手
形
交
換

所

に
於
て
屡

々
酸
行
せ
ら
れ
、
大
に
金
融
市
場
を
緩
和

第
十
巻

ぺ第
五
號

一
〇
二
)

大
九
八

し
、
或

は
恐

慌
を
鎭
塵
す

る
の
奴

果
.を
有
す

る
も

の
な

b
.、
撚

れ
ざ

も
他

国
に
於

て
未

だ
斯

の
如

き
護
券

の
独

行
を
見

ざ

る
所
以

の
も

の
は
、
蓋

し
米

国
貨
幣
制
度

の

不
備

の
致
す

所

に

し
て
、

同
国

に
於
て
は
中
央
銀

行
存

在

せ
ず
、
從

て
交

換
尻

の
支
彿

に
振
替

方
法

を
用

ふ

る

こ
芒
を
得
す

、
叉
金
融
逼

迫

に
際

し
て
貨
幣

の
伸

縮
力

を
得

る

こ
ビ
能
は
ず
、
藪

に
於

て
か
是
等

の
必
要

に
添

は
ん
が

た

め
に
、

一
時

の
救
済

策

ご
し
て
交
換
所
證
券

な

る
特

別

の
方
法

を
利
用

す

る
に
至
れ
り
。

抽

も
交
換
所
證

券

に

二
種
あ
り
、

其

一
は
、

金

貨

(紐
育
ボ
ス
ー・
ン
に
捨
て
ば
蚕
糞

金
券
、
銀
券
及
び
合
法
紙
幣
)
を
手

形

交
換
所

に
供
託

し

て
之

に
劃

し
て
手
形
交
換
所

よ
b

獲
行
ず

る
證
券

に
し
て
、
其

二
は
、
特
定

の
見
返
品

を

供
託

し
之

に
謝
し
て
手
形

交
換
所

ま
り
鞍

行
ず

る
證
券

な

り
、
前

者

は
之
を
軍

に
手
形
交
換
所
證

券

〔Ω
。
、
.一口
四

国
o
覇
o
o卑
庄
評
馨
o切
)
ざ
稽

し
、
交
換
尻
決

済

の
た
め
亘

額

の
現
金
を
受
授

す

る
の
不
便
を
省
略

せ
ん
が
た

め
に

零
時

に
於

て
獲
行
ず

る
所

の
も

の
な
b

、
後

者

は
之

を

交
換
所
貸
出

證
券
.
〔Ω
臣
身

σq
山
。
舅

一8
:

伽「二
m6
弩

の
)

ε
.稠
し
、
経
済
界

に
攣

調
を
呈

し
叉

は
恐
慌

獲
生
し
金



融
逼
迫
磐
察
し
た
る
ε
き
に

之
を
獲
行
し
て
其
救
済
を
.

な
す
も
の
に
し
て
、
以
上
何
れ
も
交
換
硬
高
決
済
の
爲

に
使
用
せ
ら
る
＼
黙
に
於
て
敢
て
異
な
る
所
な
し
ε
錐

も
、
其
獲
行
を
促
じ
た

る
原
因
及
び
結
果

に
至
b
て
は

同
じ
か
ら
す
-
つ

抑
も
米
国
に
於
け
る
紙
幣
獲
行
法
は
、
所
謂
證
券
準

備
獲
行
法
ご
補
す
る
も
の
な
り
、
即
ち
国
立
銀
行
は
資

本
金
三
分
の

一
以
上
の
合
衆
国
調
合
公
債
を
買
入
れ
、

之
を
大
賊
省
に
預
託
せ
し
め
之
を
準
備
ε
し
て
兌
換
券

を
獲
行
せ
し
む
る
も
の
な
り
、
然

る
に
此
獲
行
法
に
あ

b
て
は
,

一
朝
経
済
肚
會
の
信
用
塵
れ
て
兌
換
券
の
請

求
大
に
起
り
、
正
貨
準
備
の
缺
乏
を
告
げ
た
る
場
合
に

は
、
公
債
謹
書
を
費
劃
し
て
正
貨
の
吸
牧
を
な
す
の
外

な
し
、
然
る
に
斯
く
の
如
く
金
融
逼
迫
の
場
合
に
は
、

公
債
謹
書
の
市
債
は
常

に
下
落
せ
る
を
以
て
多
大
の
損

害
を
忍
ば
ざ
れ
ば
正
貨
を
得
る
こ
ε
能
は
ざ
る

べ
し
、

之
に
反
し
て
兌
換
券

の
需
要
大
に
起
b
た
る
場
合
に
於

て
も
獲
行

の
総

高
を
制
限
せ
ら
る
、
を
以
て
、
俄
に
兌

換
券
を
増
獲
し
て
世

の
需
要
に
俘
ふ
こ
ご
を
得
ざ
る

べ

し
.
此
外
荷
證
券
準
備
獲
行
法
の
鉄
黙
`
す

べ
き
所
多

雑

録

.手
形
交
換
所
制
度
論
(
三
、売
り

々
あ
b
ε
難
も
、
之
を
要
す

る
に
同
法
は
世
の
需
要
に

悉
じ
て
兌
換
券
を
伸
縮
せ
し
め
貨
幣
に
最
も
必
要
な
る

屈
伸
力
を
與
ふ
る
こ
ご
な
得
ざ
る
も

の
な
り
、
よ
述
の

如
く
米
國

の
　兌
換
券
の
聚
行

法
は
不
完
全
な
る
も
の
に

し
て
伸
縮

の
自
由
を
腐
せ
す
、
故
に

一
旦
恐
慌
襲
来
し

金
融
逼
迫
す

る
や
、
銀
行
業
者
は
忽
ち
に
し
て
取
付
に

遭
遇
し
.破
産
の

悲
境
に

陥
り
た

る
も
の
抄

か
ら
ざ
為

初

き
、
藪
に
於
て
か
手
形
交
換
所
組
合
銀
行
は

「
の
方
策

層
45

を
案
出
し
、
金
融
の
逼
迫
の
際

に
於

て
は
可
成
貨
幣
の

β

節
約
を
圖
ら

ん
が
爲
め
に
、
手
形
交
換
所
貸
出
證
券
な

Φ顧

る
も
の
を
獲
行
ず
る
に
至
れ
り
、
即
ち
手
形
交
換
所
組

地

合
銀
行
は
、
金
融
逼
迫
す
る
や
手
形
交
換
所

に
有
償
謹

・
飼

雰
・
実

れ
、
之
に
謝
し
て
所
謂
手
髪

換
黎

出
置

㎞

券
を
受
取
り
、
競
合
銀
行
間
に
於
け
る
交
換
尻
決
済

の

護

薦

め
に
使
用

し
大

に
貨
幣

の
用

は
節
約
す

る
こ

ε
を
得

㎜

る
も

の
な

b
ρ

皿C

「

手
形
交
換
所
貸
出
證
券

の
核
果
は
馬
之
を
以
て
交
換

流

差
額
決
済

に
要
す
る
現
金

の
代
用
を
な
さ
七
め
、
之
が

㎜麺

爲
め
に
現
金
受
授
の
必
要
を
省
略
す

る
を
以
て
、
.組
合

銀
行
は
其
資
金
に
飴
裕
を
生
じ
、
之
を
以
て
貸
付
割
引

珊

第

十
巻

(第
五
號

一
〇
三
}

大
九
九

`

'



」

雑

録

手
形
交
換
灰
制
度
論

〔三
、完
)

第
十
巻

(第
五
號

咽
Q
四
)

七
Q
O

等

に

使

用

す

る

こ

ご

を

得

べ

し

、

而

し

て

貸

出

證

券

は

(
態

貸
出
證
券
委
員

は
貸
出
鐙
券
の
巖
行
な
必
琴

・
す
ろ
場
合

に
決

組

合

銀

行

間

に

於

て

の

み

受

授

せ

ら

る

、
も

の

に

し

て

.

議

F
依
り
特

に
設
置
す

う
も
の
に
し
て
其
任
務
に
此
證
券

に
濁
し
預

入
す

ろ
耀
保
品
為
決
定

し
該
證
券

の
壷
行
及
び
償
蓮

の
整
理
層
漏
す

商

業

者

間

に

流

通

せ

ら

る

、
通

貨

の
如

き

も

の

に

あ

ち

〉

一〇
p
昌

∩
o
日
日
凶ρ冨
①
一呂
o自
℃m
o
団円
一団

肩
o
<
冠
①
鳥
{o
「
げ
罵
「
①㎝
『

す

、

又

銀

行

者

間

に

於

て

も

之

を

変

換

尻

決

済

以

外

に

一仁
ユ
O
昌

ぎ

爵

①

①<
①
三

費
卑

[げ
①
一。噛田口
①
o
剛
一〇
岱目

8
軍
監
∩
四8
P

使

用

す

る

こ

ε

を

許

さ

里

る

も

の

`

せ

b

。

団歌

2

星

山
①
の
証

甑
ρ

冨

合
目
∩
二
。
富

国昂

8

℃
器

"・

Fも
8

けぎ

次

に
.
手

形

交

換

所

貸

出

證

券

の

獲

行

方

法

を

見

る

。・
①
9
三
け一鶴

亀
9

。
旨

豊

ず
「
い筥

巴

。
匿

8

三

訪
B
冨
い
雪

山

巳
Σの

に
、
米
国

に
於

て
金
融

逼
迫

し
資
金

の
必
要

を
告

ぐ

る

『。σq匡】四一。
9
①
凶日切口
。
mコ
鐵
回6噺
①き
ヨ
。コ
。h
爵
。
∩Φ
三
助。mδ①、・

rや

、
手
形
交
換
所

は
直

ち

に
組
合

銀
行

の
緬

會
を
招
集

貸
出

證
券
は

一
定

の
利

子
を
定

め
、
證
券

の
獲
行

を

.し
五
名

の
貸
出

委
員

(
り
。
雪

∩
o
ヨ
鼠
鼠

①
)
(琶

を
撰

定

請
求

し
た

る
銀
行

よ
り
交

換
尻

の
決
済

を
し

て
其
貸
出
.

す

べ
し
、
.貸
出

委
員
は
手
形
交
換

所
貸
出

證
券
護
行

の

證

券
を
受
取

り
た
る
銀
行

に
謝
し
て
支

佛

ふ

べ
き
も

の

許
否
を

定
む

る
権
能
を
有
す

る
も

の
に
し
て
、
日

々
組

ご

せ
り
、
而

し
て
其

利
子
歩
合

に
種

々
あ
b

ご
難
も

、
音

合

銀
行

よ
り
提

出
す

る
槽
保

昴

の
板
査
を
行

ひ

、
之

に

通

之
を
六
歩

ε
す

る
も

の

＼
如

し
、
斯
く

の
如

く

一
定

勤

し
て
獲

行
す

べ
き
貸
出
證

券

の
割

合
を
決

定
す

る
も

の
利
子

を
支

彿
は

し
む

べ
き
所

以

は
、、
金
融

の
覆
面
す

の
ε
す

、
貸
出
證
券

の
額
面

は
地
方

に
よ
り
て

一
定

せ

.る

に
及
ん
で
は
可
成
速

に
其
證
券

の
引

上
を
な

さ
し

め

す

、
其

少
き

は
二
十

看
仙

よ
り
多

き
は
二
萬
弗

に
達
す

ん
が
爲

め
な

り
、
故

に
貸

出
證
券

の
鞍
行

を
請

求

し
た

る
も

の
あ

り
、
紐
育

手
形
交
換
所

に
就

て
は
五

千
弗

一

る
銀
行
は
、
利
子
支

彿

の
不
利
釜

を
免

れ
ん
が
矯

め
に

萬
弗

二
萬
弗

を
通
例

ε
す
、

而
し
て
櫓
保

品

に
封
ず

る

相

當

の
融
通

を
得

な

る
時

は

、
證
券

の
引

換
を
手
形
交

貸

付

の
割
合
は
亦
其
物
件

に
よ
b
て
異

同
あ

る
所

に
し

換
所
委
員

に
請

求
し
、
委
員

は
直

ち

に
該

銀
行

の
賃
出

て
、
其
少

き
は
百
弗

に
封

し
て
五
十

弗
其
多

き
は
同
額

證
券
を
所

有
す

る
銀
行

に
射

し
て
其
引

換
あ

る

べ
き
旨

の
謹
券

を
酸
行

せ
し
め
た
る

こ
ε
あ

り
旧

を
通

知
し
、
若

し

一
定

の
聴

日
を
純
涸
す

る
も

證
券

の

20)(C.H.SystemsintheWorld,P・5・)



引
換
を
請
求
せ
ざ
る
も
の
あ
る
時
は
、
共
以
後
に
於
て

は
利
子
を
附
せ
ざ
る
こ
`

、
せ
ら

る
べ
し
。

黙
れ
こ
も
組
合
銀
狂
は
必
事
し
も
悉
く
貸
出
證
券
の

獲
行
を
請
求
す
る
も
の
に
あ
ら
争
、
成
る
銀
行
は
金
融

逼
迫

に
際
し
大
に
其
獲
行
を
必
要
ご
す
る
も
の
あ

る
べ

く
、
又
他
の
銀
行

は
之
が
必
要
を
左
程
戚

ぜ
ざ
る
も
の

あ
る
べ
し
、
加
之
貸
出
證
券
の
獲
行
を
請
求
す
る
を
以

て
自
行
の
信
用
を

疑
は
し
む
る
も

の
ε

な
す
も
の

あ

り
、
之
に
反
し
て
其
獲
行
を
自
行
の
不
利
益
ぜ
な

さ
里

る
の
み
な
ら
中
、
寧
ろ
組
合
銀
行
救
済
の
爲

め
、
延
て

は
肚
會

一
般

の
利
益
の
爲

め
、
必
要
な
る
方
法
ご
な
す

も
の
め
b
、

而
し
て

貸
出
證
券
獲
行
の

場
合
を

見
る

に
ご
組
合
銀
行
中
其
獲
行
を
請
求
す
る
も
の
あ
る
ε
き

は
、
他

の
組
合
銀
行
は
左
程
其
必
要
を
威
せ
ざ
る
も
、

一
般

に
其
獲
行
を
要
求
す

る
も
の
多
し
蓬
云
ふ
。
、

手
形
交
換
所
服貸
出
證
券

は
紙
背
手
形
交
換
所

に
於
て

は
夙
に

一
八
六
〇
年
よ
り
獲
付

し
、
屡
々
金
融

の
逼
迫

を
緩
和
せ
し
め
し
か
ば
、
漸
く
各
地
手
形
交
換
所

に
於

て
も
之
に
徽
ふ
に
至
れ
り
、
.而
し
て

}
九
〇
七
年
の
大

恐
慌
…の
時
に
於
け
る
が
加
皿き
、
其
獲
行
高
も
未
轡
一有
の

雑

録
.

手
形
交
換
所
制
度
論
〔三
、完
)

亘
額
に
達
し
ご

.「萬
五
千
以
下
の
人
口
を
有
す
る
小
都

會

に
於
て
も
、
該
證
券
を
獲
行
せ
ざ
る
叡
の
無

か
り
し

ビ
云
ふ
、
斯
く
米
国
に
於
て
は
屡

々
手
形
交
穐
所
貸
出

證
券
を
獲
行
し
、
克
く
金
融
を
緩
和
し
恐
慌
を
鎭
歴
し

以
て
兌
換
制
度
の
不
備
を
補
ふ
方
法
を
探
る
は
、
蓋
し

現
行
制
度
に
於
て
寧
ろ
時
機
を
得
た

る
も
の
冠
云
は
ざ

る
べ
か
ら
す
。
、

第
二
欺

手
形
交
換
所
の
銀
行
検
査
制
度

銀
行
界
に
於
け
る
新
現
象

の

一
ε
し
て
、
漸
次
米
国

各
都
市
に
普
及
し

つ
、
あ
る
を
手
形
交
換
所

の
組
合
銀

行
検
査
制
度
な
り
ε
す
。

手
形
交
換
所
の
銀
行
検
査
制
度

ε
は
、
組
合
銀
行
が

一
定

の
規
約
の
下

に
検
査
八
を
任
命
し
、
各
組
合
銀
行

の
螢
業
の
状
態
及

び
財
産

の
現
況
を
調
査
せ
し
め
、
真

木
健
全
な
る
も
の
は
之
を
指
摘
し
て
改
頁
を
促
し
、
叉

必
要
に
臨
ん
で
は
組
合
銀
行
の
共
同
救
済
を
行

ひ
、
以

て
其
健
全
な

る
獲
達
を
困

る
も
の
な
り
。

惟
ふ
に
、
肚
會

の
重
要
な
る
金
融
機
關

ε
し
て
信
用

を
以
て
立

つ
.べ
.き
銀
行
業
者
が
、
往

々
内
部

の
醜
態
を

曝
露
し
、
倒
産

の
厄
に
遭
ひ
、
蕾
に
其
關
係
者

に
損
害
を

第
+
巻

(第

五
號

「
〇
五

}

七
〇

一

21)C.H.SystemsintheWorld,p、9.)

一 一」



9

雑

録

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
、完
)

蒙
ら
し
む
る
の
み
な
ら
争
、
建
て
は
世
人
を
し
て

一
般

同
業
者
の
信
用
に
迄
疑
惑

の
念
を
懊
か
し
む
る
に
至
る

は
、
實

に
憂
慮
す

べ
き
所
な
り
こ
す
、
而
し
て
斯
く
の

如
き
銀
行
の
内
容
を
見

る
に
、
種
々
の
事
情
其
原
因
を

な
す
ご
雌
も
」
要
す
る
に
螢
業
の
監
督
方
法
其
宜
し
き

を
得
ざ
る
に
基
く
も
の
多

し
ε
な
す

べ
し
、
藪
に
於
て

交
換
所
組
合
銀
行
が
自
登
的

に
銀
行
検
査
の
機
關
を
設

け
、
'
不
健
全
な
る
銀
行
の
管
渠
を
取
締

る
`
共
に
、
相

互
救
済
の
方
法
を
講
ず

る
は
眞
に
時
機
に
適

し
た
る
も

の
ε
云
は
ざ
る
べ
か
ら
す
、
蓋
し
手
形
交
換
所
は
組
合

銀
行
の
鞍
業
歌
態
財
産
の
現
況
及
び
銀
行
相
互

の
關
係

を
知
り
、
其
地
方
脛
濟
事
情
に
通
暁
す

る
に
最
も
適
當

の
地
位
に
あ
る
も
の
ざ
丁
、
散
に
手
形
交
換
所

に
於
て

智
識
脛
瞼
共
に
備
は
れ
る
検
査
人
を
任
命

し
、
組
合
銀

行

の
検
査
を
行
は
し
む
れ
ば
、
者
銀
行
の
内
情
を
最
も

精
確
に
調
査
す
る
.こ
`
を
得

べ
し
、
面
し
て
検
査
の
上

該
銀
行
重
役
又
は
役
員
の
怠
慢
の
結
果
其
業
務
を
危
険

な
う
`
認
む
れ
ば
、
検
査
人
は
之
を
手
形
交
換
所
委
員

に
報
告

し
、
手
形
交
換
所

は
之
に
謝
し
て
相
當
の
制
裁

を
加

へ
、
場
合
に
依
り
て
は
之
を
組
合
銀
行
よ
り
除
名

第
†
巻

(
第
五
號

一
〇
六
)

七
〇
二

す
る
が
如
き
方
法
に
出
つ
れ
ば
、
組
合
銀
行
は
豫

め
其

業
務
の
確
實
を
圖
b
、
不
健
全
な
る
銀
行
は
自
然

に
淘

汰
せ
ら
る

、
に
至
る

べ
し
、
藪
に
於
て
組
合
銀
行
は
相

互
に
充
分
の
信
用
を
措
く
を
得

べ
ぐ
、
從
て
組
合
銀
行

の
取
付

に
遭
遇
せ
る
も
の
あ
れ
ば
、
該
銀
行

の
内
部
を

調
査
す
る
を
待
た
す
、
直
ち
に
共
同
救
済
の
貴
を
墨
ぐ

る
こ
ご
を
得
る
に
至
る
べ
し
。
、

街
銀
行
検
査
制
度
は
蕾

に
銀
行
相
互
の
信
用
を
増
進

し
業
務
の
確
實
を
促
す

に
止
ま
ら
か
、
預
金
者
其
他
の

'

取
引
者
を
し
て
銀
行
に
充

分
の
信
用
を
置
か
し
め
、
其

結
果
銀
行
業
務

の
隆

盛

を

棄

す

を

得

べ
し
、

現
に

鼠
ヨ
ま
巷
o
臣

取
引
を
有
す

る
地
方
銀
行
の

多
敷
は
進

ん
で
交
換
所
の
銀
行
検
査
を
受
け
だ
る
の
結
果
、
各
銀

行
の
預
金
を
増
加
す

る
に
至
れ
り
ざ
云
ふ
。

∩
三
$
四
。

手
形
交
換
所
検
査
局
に
於
て
、
其
設
立
當
初

よ
・り
現
A
「
に
至
る
迄
銀
行
槍
査
の
局

に
當
れ
る

「
マ
グ

ド
ー
ガ
ル
」
氏
は
、
銀
行
検
査
に
俘

ふ
諸
種
の
利
益
の

中
特

に
著

し
き
も
の
を
指
摘
し
て
日
ぺ
、

銀
行
の
拙
劣
な

る
管
渠
方
針
は
検
査
に
よ
り
て
其
機

を
逸
せ
す
矯
正
せ
ら
る
、
こ
ε
を
得

べ
く
、
又
銀
行



.

.

,

同
業
者
は
互
に
其
業
務
の
確
實
を
期

し
、
往
々
に
し

所
組
合
銀
行
の
創
始
せ
る
所
に
し
て
、
爾
來
其
敷
果

の

て
生
す

べ
き
凝
議

の
念
を

】
濡
し
得

て
、
各
銀
行
間

著
大
な
る
を
認

め
ら
る

、
ε
共
に
、
先
づ

罫
暑
。帽
。
雰

に
完
全
な
る
調
和
的
關
係
を
確
立
す
る
に
至
る

べ
し

手
形
交
換
所
之
に
倣
ひ
、

ω
曽.
[
。
巳
ω
手
形
交
換
所
之

`
。

.
に
次
ぎ
、
今
や
漸
く
獲
達

の
機
運
に
向
ひ
た
b
、
即
ち

文

言
ぎ
コ
⑩碧
o
耳

手
形
交
換
所
副
検
査
役
の
報
告

に

此
外

ω
門・
諄
葺

言
口
≦
虐
訂
ρ
】)
①耳
o
拝

し∩
で
。
冨
昌
①
等
の

.

曰
く
、

諸
市

に
於
て
も
之
が
實
施
を
試
ん
こ
す
る
に
至
れ
り
。

.

言
言
oぞ
o
房

手
形
交
換
所

に
於
け
る
組
合
銀
行
の

以
下
少
し
く

9

閂$
σq
O
及
び

竃
甘
口①
署
。
濠

両
手
形

検
査
は
、
創
立
以
来
漸
く

一
箇
年
を
縄
過
し
た
る
に

交
換
所

に
於
け
る

銀
行
検
査
の

既
呪
を

説
述

せ
ん
ε

過
ぎ
ざ
れ
こ
も
、
検
査
事
業
が
従
来
組
合
銀
行
の
探

す
。

り
起
る
諸
般
の
施
設
中
景
頁
の
方
法
な
る
こ
ε
は
、

元
来
此
制
度
は
、
9

一雷
碧

市
に
於
け
る
国
立
銀
行

各
銀
行
を
始
め
預
金
者
及
び

一
般
公
衆

の
等
し
く
既

副
頭
取

閏
σ葺
8

氏
の
護
案
に
係
り
し
が
、
同
地
手
形

に
認
め
だ
る
所

に
し
て
、
共
結
果
組
合
銀
行
は
相
互

交
換
所
は
其
妓
果
を
認

め
て
先
づ
之
を
探
用
せ
り
。

間
充
分
の
信
用
を
措

き
、
萬
」
組
合
銀
行
中

に
預
金

之
よ
り
異
き

9
[8
醤

組
合
銀
行
中

に
は
、
其
蟹
業

の
取
付
起
ら
ば
遅
滞
な
く
之
を
救
済
し
以
て
全
般
の

状
態
の
危
険
に
瀕
す
る
も
の
勘

か
ら
す
、
他

の
組
合
銀

取
付
を
防
止
し
、
敢
て
取
付
銀
行

の
検
査
を
行

ひ
然

行
は
之
を
救
済
せ
ん
`
し
て
却
て
其
渦
中
に
陥
り
大
に

る
後
救
済
を
な
す
が
如
き
こ
ぜ
な
し
、
叉
木
検
査
は

損
害
を
蒙
り
悲
運

に
遭
遇
せ
し
で
`

一
再
に
止
ら
す
、

軍

に
銀
行
間
の
信
用
を
増
進
す
る
に
止
ら
す
、
預
金

恰
も
千
九
百
大
年

に
於
て
同
市

≦
曽
尻
げ

銀
行
は
突
如

者
を
し
て
充
分
信
用
を
銀
行

に
置
か
し
む
る
も

の
な

ざ
し
て
破
綻
し
、r
大
に
組
A
口
銀
行
し
其
鯨
波
を
及
ぼ
し

り

`
。

た
り
し
を
以
て
、
遂
に
同
年
六
月
よ
り
手
形
交
換
所
に

抑
も
此
制
度
は
、
数
年
前
米
国

∩
霞
6p
の
o
手
形
交
換

銀
行
検
査
局
を
開
始
し
組
合
銀
行
の
検
査
を
實
施
す
る

雑

臨

手
形
交
換
所
制
度
論
(
三
、完
)

第
†
巻

(第

五
號

一
〇
七
∀

七

〇
三



n

雑

躁

手
形
交
換
所
制
度
論
(
三
・
完
)

に
至
れ
嚇
、
而
し
て
常
時
検
査
人
の
任
命
は
最
も
困
難

を
威

じ
た
る
所
な
り
し
が
、
銀
行
業
務

に
閲

し
充

分
な

る
智
識
及
び
経
験
を
有
す

る
者
を
以
て
之
に
任
じ
、
手

形
交
換
所
委
員
似
槍
査
の

一
般
的
方
針
己
し
て
各
銀
行

の
資
産

の
性
質
及
び
業
務
執
行

の
歌
呪
等
に
就
て
詳
細

な
る
調
査
を
要
求
し
だ
る

の
外
は
、
全
然
検
査
人

の
意
.

見
に

一
任
す

る
こ
ε

、
せ
b
、
而
し
て
検
査
人

の
検
査

を
終

れ
ば
、
當
該
銀
行
の
資
産
状
態
各
分
課

に
於
け
る

瞥
業
成
績
其
他
検
査

に
よ
り
て
知
b
得
た
る

一
切

の
事

項
に
就
き
、
詳
細
な
る
こ
通

の
報
告
書
を
調
製
し
、
.其

一
部
は
検
査
人
の

管
理
の

下
に

手
形
交
換
所

に
保
管

し
、
他
の

一
部
は
該
銀
行

の
頭
取

に
下
附
せ
ら
れ
取
締

役

の
閲
贅
に
供
す
る
も
の
ざ
せ
b
、
個
検
査
の
結
果
不

確
實
な
る
螢
業
状
態
ヌ
は
不
整
理

の
事
實
を
綾
里
す

る

時
は
、
検
査
人
は
當
該
銀
行
に
劃
し
て
其
注
意
を
與

へ

反
省

を
促
す
も
の
ε
す
、
銀
行
検
査
に
要
す

る
諸
種
の

経
費
は
組
合
銀
行

の
資
本
額
に
怨
じ
て
之
を
負
推
せ
し

む
る
も
の
ざ
せ
b
。

現
に

∩
三
。p
びQ
O
市
に
於
て
手
形

交

換

所

の
検

査
を

憂
く
る
銀
行
は
六
十
醗
行
に
し
て
検
査
人
は
六
名
あ
b

第
十
巻

(第
五
號

一
〇
入
)

七
〇
四

毎
年
少
な
く
ご
も
二
回
以
上
の
検
査
を
行
ふ
も

の
ε
せ

.

ら
る
σ
次
に

寓
ヨ
目
窪
℃
o
房

手
形
交
換
所

の
銀
行
検
査
制
度

に
就
て
述

べ
ん
に
、
同
市

に
於
て
は

9
冨

㈹
。
の
實
例

.

に
倣

ひ
、
組
合
銀
行
の
検
査
制
度
を
開
始
し
た
る
が
,

其
成
績
は
頗
る
良
好
な
り
ご
云
ふ
。

組
合
銀
行
の
検
査
人
は
渦
毎
年
【
面

豫
め
時
日
を
定

め
す
各
銀
行
に
.出
張
し
て
銀
行
全
般
の
状
況
に
關
し
て

詳
細
な
る
検
査
を
行
ふ
、
殊

に
貸
付
及
び
抵
當
品
に
就

て
は
充

分
な
る
調
査
を
な
し
、
該

銀
行
全
般
の
組
織
若

く
は
執
務
上
改
善
を
施
す

べ
き
も
の
め
れ
ば
、
重
役
會

を
招
集
せ
し
め
、
検
査
人
は
之
を
指
摘

し
て
相
當
の
注

意
を
與
ふ
べ
し
、
而
し
て
毎
回
検
査

の
結
果
は
検
査
人

唯
當
該
銀
行
の
重
役

に
向
て
之
を
報
告
す

る
の
み
な
れ

こ
も
、
若

し
重
役
叉
は
役
員
の
過
怠

に
依
り
業
務

の
刷

新
を
必
要
ξ
す

る
場
合
に
あ
り
て
は
、
之
を
手
形
交
換

所

に
報
告
し
之
が
威
勢
を
要
求
す

る
こ
ε
を
得

べ
し
、

然

る
に
手
形
交
換
所
は
之
に
…劃
し
て
相
當
の
制
裁
を
加

ふ
る
の
途
あ
る
を
以
て
、
藪
に
益
々
検
査
の
敷
果
を
全

か
ら
し
む
る
事
を
得
る
な
b
、
現
今

竃
向目
。
巷
。
房

手

、
.



形
交
換
所
組
合
銀
行

に
し
て
銀
行
槍
査
を
受
く
る
も
の

二
+
三
行
に
し
て
、
之
を
細
別
す
れ
ば
、
国
立
銀
行
七

行
、
州
立
銀
行
十
行
、
貯
蓄
銀
行
四
行
、
信
託
會
砒
一山

な
ゆ
注
す
、
右
の
内

一
銀
行
の
如
き
は

ω
ド
臣
三
市
の

銀
行
な
れ
こ
も
、
銀
行
　恢
査

の
敷
果
を
認
め
自
ら
進
ん

で
之
に
加
盟
せ
る
も
の
な
り
ε
云
ふ
。

以
上
述

べ
だ
る
所

に
依
れ
ば
、
組
合
銀
行
の
検
査
制
.

度
は
其
敷
果
頗

る
見

る
べ
き
も
の
あ
り
ご
雌
も
、
之
が

貴
行

に
就
て
は
種

々
困
難
な
る
問
題
を
生
す

べ
し
。
就

中
其
経
費
支
出
の
途
及
び
検
査
人
の
人
選
ば
其
主
な
る

も
の
こ
云
ふ
.べ
し
。

然
b
と
難
も
検
査
費
施

に
關
し
て
は
必
ず

し
も
莫
大

.

な

る
経
費
を
要
す

る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、

斯
く
の
如
き
纒
費

は
之
に
依
り
て
組
合
銀
行

の
受
く
べ

き
利
益

に
比
す
れ
ば
實
に
僅
少
な
る
犠
牲

ご
云
は
ざ
る

ぺ
か
ら
す
。

次
に
検
査
人
の

選
定
は

頗
る

重
要
な
る
も
の
に
し

て
、
本
制
度
の
奴
果
に
至
大

の
關
係
を
有
す

る
も

の
な

り
、
槍
査
入
た
る
者
は
銀
行
業
に
閲
し
て
専
門
的
技
能

を
有
す
る
ご
共
に
、
柴
高
な
る
人
格
を
有
せ
ざ
る

べ
か

雑
.
鮭

手
形
交
換
耕
制
度
論
〔三
、完
)

ら
す
、
或
は
検
査
人
の
資
格
己
し
て
地
方
人
士
た
る
を

要
す

べ
し
ε
の
説
を
な
す
者
あ
サ
、
撚
れ
こ
も
検
査
人

た
る
の
資
格
ざ
し
て
其
地
方
の
経
済
事
情
に
通
暁
す
る

こ
ε
は
必
要
な
る

べ
し
蓬
既
も
、
敢

て
之
を
地
方
人
に

限
る
の
要
あ
ら
ざ
る
な
り
。

凡
そ
検
査
人
ビ
し
て
必
要
な
る
資
格
は
種

々
あ
る
べ

し
ε
羅
も
左

に
揚
…ぐ
る
も
の
は
其
最
も
重
要
な
る
も
の

な
b
。
L
高
潔
な
る
人
格
を
有
す

る
着
た
る
こ
ε
。

鉱
銀
行
業
務
に
關
し
精
確
な

る
智
識
を
有
す
る
こ
`

a
簿
記
に
精
通
し
記
帳
及
び
計
算

に
熟
達
せ
る
こ
ご

生
金
融
に
關
す
る

一
般
の
智
識
を
有
す

る
こ
ざ
。

右
の
資
格
は
何
れ
も
検
査
人
た
る
に
必
要
な
る
條
件

な
b
ε
雌
も
、
就
中
検
査
人
の
人
格
は
本
制
度
の
敵
塁

に
至
大
の
關
係
を
有
す

る
も
の
な
b
ε
す
、
惟
ふ
に
検

査
人
は
各
銀
行
の
鞍
業
及
び
財
産
の
状
況
を
検
査
す

る

も
の
な
れ
ば
、
其
職
務
上
の
秘
密
を
確
保
す

べ
き
は
勿

論
、
荷
も
大
銀
行
の
爲
め
に
籠
絡
せ
ら
る
、
が
如
き
こ

ε
あ
る
べ
か
ら
す

、
如
何
に
其
規
約
備
は
り
其
制
裁
嚴

な
る
も
、
検
査
人
の
人
格
劣
等

に
し
て
其
技
能
拙
劣
な

第
+
巻

〔第
五
號

一
〇
九
)

七
〇
五
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雑

簸

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
、完
)

ら
ん
に
は

到
底
好
成
績
を

學
ぐ

る

こ
ε
を

得
ざ
る
べ

し
o醗

て
我
邦
に
於
け
る
銀
行
検
査
制
度
を
見

る
に
、
多

く
は

一
の
形
式
に
止
ま
り
、
充
分
其
敗
果
を
蛮
揮
す
る

に
至
b
て
は
甚
だ
稀
な
る
の
親
あ
り
、
僅

に
銀
行

の
内

部
に
於
て
検
査
課
又
は
調
査
課
な
る

一
課
を
設
け
て
、

銀
行
帳
簿
の
検
査
を
行
ひ
相
當

の
成
績
を
擧
げ
つ
、
あ

る
銀
行
あ
れ
ざ
も
、
未
だ
之
を
以
て
足
れ
b
ε
な
さ
す
、

蓋
し
銀
行
内
部
の
検
査
は
其
奴
力
重
役
以
上

に
及
ぶ
こ

ε
難
し
、
是
即
ち
銀
行

の
破
綻
が
重
役
の
過
怠
又
は
不

正
行
爲
に
原
因
す

る
所
多
き

一
因
た
る
べ
し
、
我
邦
法

規
上
の
銀
行
検
査
機
關
は
大
藏
省
の
検
査
及
び
株
式
會

肚
の
監
査
役
な
り
ε
す
、
我
邦
銀
行
慷
例
第
三
條
に
撮

る
に
、
銀
行
は
毎
雫
箇
年
毎
に
讐
業

の
報
告
書
を
作
成

し
地
方
官
羅
を
経
由
し
て
之
を
大
賊
大
臣
に
送
付
す
、

又
第
四
係
に
は
銀
行
を
し
て
毎
牢
簡
[年
の
財
産
目
鎌
井

に
貸
借
対
照
表
等
を
調
製

七
新
聞
紙
其
他
の
方
法
を
以

て
之
を
公
告
す
可
き
こ
ε
を
命
懸
り
、
又
同
第
八
僚

に

は
大
藏
大
臣
は
何
時
に
て
も
地
方
官
騒
其
他
の
官
吏

に

命
じ
て
銀
行
業
務

の
實
呪
及
び
財
産

の
現
況
を
検
査
せ

第
+
巻

(第
五
號

二

9

七
③
太

し
む
る
こ
ε
を
得
ε
の
規
定
あ
b
、
斯
く
の
如
く
銀
行

監
督
の
法
規
に
於
て
は
其
制
度
梢
備
は
れ
る
が
如
し
ε

錐
も
、
之
が
實
敷

の
黙

に
於
て
は
未
だ
遺
憾
ε
す
る
所

な
き
能
は
ざ
る
な
し
、
蓋
し
国
家
が
宿
廃

を
以
て
銀
行

の
検
査
を
行
は
ん
ε
す

れ
ば
銀
行
は
検
査
官
の
來
る
べ

き
時
日
を
掾
側

し
之
に
備
ふ
る
所
あ

る
べ
く
、
而
も
政

府
が
突
然
検
査
を
行
ふ
ε
き
は
徒
に
世
人
を
し
て
銀
行

の
信
用

に
付
凝
議
の
念
を
懐
.か
し
勧
、
却

て
卒
地

に
波

瀾
を
生
ぜ
し
む
ゐ
㌦
」ε
な
し
ご
せ
す

、
加
之
政
府
検
査

官

に
其
人
を
得

る
こ
ε
困
難

に
し
て
、
銀
行

の
事
務

に

通
暁
す
る
者
少
な
く
、
金
融

の
慕
情
に
精
通
す

る
者
稀

な
b
ξ
云
ふ
べ
し
、
呪
ん
や
銀
行
の
讐
業
は
其
所
在
地

の
事
情

に
よ
り
其
趣
を
異
に
し
、
監
督
上
.必
事
し
も

一

定
の
標
準
を
以
て
律
す

べ
か
ら
ざ
る
に
於
て
お
や
、
叉

一
方
に
於
て
、
監
査
役
の
監
督
は
殆

ん
ご
形
式
的

に
し

て
之

に
信
頼
す

る
こ
ε
不
可
能
な
る
は
既

に
世
人
の
知

る
所
な
り
、
藪
に
於
て
我
邦
に
於
け
る
銀
行
検
査

の
實

数
を
塞
・げ
ん
ご
す

る
に
は
、
先

づ
從
來
の
銀
行
の
監
督

方
法
を
改
善
す
る
ご
共

に
、
手
形
交
換
所
の
銀
行
検
査

制
度
を
採
用
す
る
は
策
を
得
た
る
も
の
な
り
ざ
信
ず
る



な
b
、
弦
に
於
.て
始
め
て
充
努
に
銀
行
検
査

の
目
的
葱

達
す

る
ビ
共
に
、
我
邦
從
來
の
通
弊
た
る
商
人
が
多
数

の
銀
行
ε
取
引

し
て
過
大
の
信
用
を
得
ん
ご
す

る
悪
弊

を

一
掃
し
以
て
組
合
銀
行

の
健
全
な
る
獲
達
を
期
す
る

こ
ざ
を
得

べ
し
、
撚
れ
こ
も
我
邦
に
之
を
實
施

せ
ん
ピ

す
る
に
は
、
.彼
我
其
事
情
を
異

に
し
直
ち
に
之
を
模
倣

し
難
く
、
、
叉
地
方

の
状
況
に
よ
b
其
組
織
同

一
な
る
を

得
ざ
る
を
以
て
、
其
貴
行
に
就
て
は
街

一
層
愼
重
な
る

研
究
を
要
す

る
所
な
り
。
、
.

'

第
三
歎

手
形
交
換
所
の
信
用
調
査
制
度

銀
行
が
螢
業
を
渠

す
に
當
り
て
は
・
其
取
引
先
の
信

用
状
態
を
精
確

に
調
査
す
る
の
必
要
な
る
は
盲
ふ
を
俟

た
ざ
る
所
な
り
、
而
し
て
秘
薬
信
用
調
査
の
機
關

ε
し

.

て
は
興
信
所
及
び
銀
行
各
自
に
行
ひ
た
る
信
用
調
査
に
.

、過
ぎ
ざ
り
し
な
り
、
然

る
に
手
形
交
換
所
の
最
も
獲
達

せ
る
米
國

に
於
て
は
、
手
形
交
換
所
を
し
て
信
用
調
査

の
任
に
當
ら

し
め
ん
ε
す
る
も
の
め
る
に
至
れ
b
、
米

人

曽
p
一、一。
団
団
。
5
σq
氏

薩
)
は
盛
に
此
説
を
主
張
し
大

に
参
考
冠
す

べ
き
も
の
あ
る
を
以
て
以
下
之
を
紹
介
せ

.

ん
ぜ
す
。

雑

醸

手
形
交
換
所
割
度
齢
(
三
、完
)

(註
)

uD
g
三
〇
腰
<
o
ロ
品

11
米
國
公
評
會
計
士

(∩
畳

鰯
①ユ

空

げ
一拝

>
R
8

昌

旦

に
し
て

困
昌

霧

手
形
交
換
所
組
合
銀
行

の
搬
査

役
な
吋
。

●

英
国
に
訟
け
を
が
如
く
、
商
業
手
形
の
多
く
が
有
力

"な
る
銀
行

の
引
受
あ
b
て
初
め
て
市
場
に
現
は
れ
、
且

つ
叉
割
引
手
形
の
最
終
の
市
場
は
中
央
銀
行
に
在

る
が

如
き
國
に
在
り
て
は
、
、大
に
其
事
情
を
異

に
す

べ
.し
ε

雌
も
、
我
米
國
の
如
き
情
況

に
あ
り
て
は
、
手
形
交
換

所
の
任
務
を
振
張
し
て
信
用
調
査

の
こ
ご
を
も
行
は
し

む
れ
ば
、
従
来
の
如
き
興
信
所
又
は
銀
行
各
自
に
よ
り

て
な
し
た
る
信
用
調
査

に
比
し
て
大

に
其
敷
果
を
敗
む

る
こ
ざ
を
得

べ
し
、
従
来
銀
行
が
信
用
取
引

を
開
始
し

若
く
は
之
を
振
賑
す
る
の
方
法
を
見
る
に
、
甚
だ
不
完

企
な
る
も

の
あ
り
、
邸
ち
銀
行
が
其
取
引
先

に
信
用
を

置
一
や
顧
客
昌
身
よ
り
提
出
す
る
資
産
報
告
書
紙
銀
行

側

の

一
般
的
判
断
に
塞
ぐ
も
の
多
し
、
加
之
今
日
⑪
如

く
銀
行
相
互
間

の
競
争
激
烈

に
し
て
銀
行
家
は
有
利
な

る
取
引
ご
見
れ
ば
偏

に
之
を
逸

せ
ざ
ら
ん
ご
す

る
の
飴

り
、
渦
當
な
る
信
用
ご
知
り
な
が
ら
之
を
拒
む
こ
ε
を

得
す
し
て
遂
に
不
謹
慎
な
る
瞥
業
を
な
す
に
至
る
も

の

多

し
、
足
れ
今

日
の
銀
行
業
者
間

に
協
同
の
實
な
き
が

第
十
巻

(第
五
號

一
一
こ

七
Q
七



雑

繰
.

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
、{兀
)
.

第
十
侮

(第
五
號

[
一
二
)

七
〇
凪
.

爲

め
に
し
て
、
吾
人
が
手
形
交
換
所
の
活
動
に
待
た
ん

入
に
便
し
、
組
合
員
中
の
利
害
關
係
人

の
要
求
あ
ら
ば

ε
す
る
所
以
の
も
の
亦
之
に
在
り
ε
す
、
今
若
し
組
合

何
時

に
て
も
即
座
に
目
下
の
信
用
状
態
を
會
得

せ
し
む

銀
行
に
し
て
信
用
調
査

の
こ
ご
を
手
形
交
換
所

に
委
任

る
所
な
b
。

し
-
手
形
交
換
所

の
監
事
を
し
て
個
々
の
銀
行

に
代
り

撚
れ
こ
も
此
制
度
は
、

一
地
方
着
く
は

一
都
市
の
み

て
信
用
調
査
の
任
に
當
ら
し
め
ば
、
取
引
先
は
自
己

の

の
採
用
に
止
ま
ら
ば
.
未
だ
其
敷
果
を
充
分
に
腰
揮
す

る
能
は
す
、
・何
ご
な
れ
ば
今
日
手
形
仲
買
人
の
手
を
脛

負
債

の
状
態

に
就
て
は
慮
偏

の
報
告
を
な
す

こ
ε
を
得

て
手
形
其
他
の
商
業
證
券
の
流
通
す

る
範
例
は
到
底

一

す
し
て
、
各
銀
行
は
爲
め
に
確
實
な

る
基
礎
の
下
に
其

取
引
を
管
む
こ
墓

得

べ
し
。

手
形
交
換
所

の
統
括
し
得

べ
き
所

に

あ
ら

ざ
れ
ば
な

此
制
度

の
下
に
あ
b
て
は
凡
て
の
債
務
者

の
財
産
親

り
、
是
れ
即

ち

}
方
に
於
て
手
形
交
換
所

の
監
事

に
嚴

出
鼻

に
其
他
の
信
用
調
査
の
材
料
は
、
凡
て
手
形
交
換

、
格
な
る

要
求
権
を
附
畢

る
こ
ε
を

要
す
る
ε

同
聴
.

所

の
監
事

の
手
許
に
保
存
せ
ら
れ
、
且

つ
其
後
新

に
開

に
、
他
方

に
於
て
墓

國
手
形
交
換
所
の

数

的
行
動

か
る

＼
信
用
取
引
は
漏
な
く
此
監
事
の
手
許
に
報
告
せ

を
主
唱
す
る
所
以
な
り
、
監
事
に
附
興
す

る
酸
俗
な
る

ら
る

べ
し
・
斯
ε

て
何
れ
も
整
然
た
る
系
統
の
下
に

要
求
権
ε
は
他
な
し
、
手
形
交
換
所
の
監
事
が

一
般
債

整
理
保
存

せ
ら
る
れ
ば
、
偶
々
或

る
債
務
者
の
な
す
虚

務
者
に
向
て
公
共
監
査
人
の
謹
明
あ
る
財
産
目
録
の
提

、

備

の
報
告
は
忽
ち
に
レ
て
之
ε
直
接
間
接
關
係
あ
る
他

出
を
要
求
す
る
の
羅
利
な
り
、
此
事
π
る
未
だ

一
般
に

方
面
よ
り
集
れ
る
報
告

に
よ
b
て
看
破
せ
ら
れ
得

べ
く

認
め
ら
る
、
に
至
ら
す

巴
難
も
、
今

日
に
於
て
も

一
般

叉
同
業
者

の
消
長

に
關
係
あ
る
大
小
の
事
項
を
細
大
記

め
傾
向
は
既

に
之
を
是
認
せ
ん
享

る
も
の

、
如

し
.

大
し
て
漏

さ
す
・
警

共
取
引
系
統
を
明
か
に
し
て
其

間
よ
り
此
種
の
報
告
は
手
形
交
換
所
の
監
事
に
於
て
凡

讐

暑

し
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
や
を
明
白
な
ら
し

て
秘
密

最

扱
は
れ
、
、
只
粗
食

中
和
盆
關
係
者

に
の

め
、
且

つ
各
人
毎
に
鯨
肉
を
存
し
て
以
後
の
愛
動
の
認

み
其
閲
覧
を
許
す

べ
き
も
の
な
b
、
而
し
て
此
閲
覧
の
■

■



資
格
を
定
む
る
に
は
最
も
慎
重
な
る
注
意
を
要
す
、
監

事
に
し
て
公

季
を
失
し
偏
頗
の
行
動
あ
ら
ば
此
制
度
は

却
て
悪
用
せ
ら

る
、
の
虞
あ
り
、
之
を
要
す
る
に
此
制

度
を
発
企
の
域
に
達

せ
し
む
る
に
は
監

事
の
人
選
#
に
■

組
合
員
ハの
之
に
野
す
る
能
脚度

の
加
…何
に
依
b
て
定
ま
る

も
の
ご
す
。

次
に
必
要
な
る
は
各
手
形
交
換
所

の

一
致
的
行
動
こ

れ
な
り
、
個

々
の
手
形
交
換
所

に
於
て
蒐
集
し
た
る
信

用
調
査

の
材
料
は
、
之
を
互
に
交
換
し
て
他

の
手
形
交

換
所
に
利
用

せ
し
む
る
は
、
本
制
度

の
獲
蓬

の
上
に
最

も
必
要
な
る
こ
ご
な
り
、
斯
く
て
こ
そ
手
形
交
換
所

の

信
用
調
査
も
全
國
に
普
及
し
、
調
査
制
度
は
多
々
.益
々

繋

る
に
至
る
ベ
レ
・
.

.
信
用
調
査

の
途
上
述
に
止
ま
ら
室
更

に
進
ん
で
は
商
.

.
業
證
券
の
登
録
を
さ

へ
主
張
す
る
も
の
あ
b
、
若
し
此

事
に
し
て
實
現
せ
ら
れ
登
記
が
商
業
證
券
た
る
要
.件

ご

な
ら
ば
、
其
登
記
所

ε
し
て
最

も
適
當
な
る
箇
所
は
其

管
渠
所
の
手
形
交
換
所
た
る
は
盲
ふ
を
侯
た
肇
手
形
交

換
所
の
組
織

駕
し
て

一.般
商
業
證
券
の
登
記
所
た
る
に

至
ら
ば
、
.債
務
者
の
財
産
歌
態
を
知
惹
上
に
於
て
大
な

雑

繰

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
・完
)

る
便
利
を
與
ふ
.べ
き
な
り
、
斯
く
て
其
地
方
は
固

よ
り

全
國
の
手
形
交
換
.所
よ
り

来
れ
る
商
業
證
券
の

流

通

高
、
公
共
監
査
人
の
財
産
の
報
告
等
は
有
力
な
る
信
用

調
査
の
材
料
を
供

し
、
銀
行
の
基
礎
を
固
む
る
上
に
於

て
從
來
の

興
信
所
の

報
告
等
に

勝
る
こ
ε

大
な

る
べ

し
o之

を
要
す

為
に
、
将
来
手
形
交
換
所
が
振
張
獲
達
す

る
に
は
、
其
前
提
ε
し
て
各
銀
行
業
者
の
利
益
共
通
の
.

自
畳
を
要
す
、
銀
行
は
各
地
銀
行
を
以
て
自
己
の
競
争

者
ε
の
み
考

へ
、
自
行
の
利
益

ε
鞍
展
ε
を
圖
る
に
汲

汲
こ
し
て
他
を
顧

る
の
念
な
き
問
は
到
底
銀
行
業

の
完

全
な

る
獲
達
は
　得
て
望
む

べ
か
ら
す
、
銀
行
業
は
軍
に

利
己
的
の
事
業
に
あ
ら
で
し
て
他
の
同
業
者

と
同

一
の

地
歩
に
立
ち
互
に
相
提
携
す
る
こ
ε
を
要
す
る
な
り
、

故
に
各
銀
行
業
者
鳳
互
起
信
頼
し
て
業
を
糖
み
、
瞥
利

.心
の
外
に
公
共
心
あ
り
て
こ
そ
始
め
て
銀
行
業
の
完
全

な
る
獲
蓮
を
得

べ
き
な
り
Q

第
九
節

各
國
に
於
け
る
手
形
交
換
所
制
度

第

一
歎

外
国
に
於
け
る
手
形
交
換
所
…制
度

第

一
項

英
國

第
十
巻

(第

五
號

=
ご
)

七

〇
九

区

嫡
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雑
.
録

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
、完
)

英
蘭
に
於
て
鳳
倫
敦
手
形
交
換
所
の
外
竃
碧
。
冨
・。席
び

習
。
二
面
塗
。
』
田ヨ
三
=
αq
言
ヨ
'
目
・
a
」
[
。…8
奇
「・
し∩
7。
臨
.

ゆ
一F

寺
内
蘇
輪
蘭

に
は

ま

…呂
嘆
σq
『

O
雫
σq
9
く

等
、

愛
蘭
に
は

∪
⊆げ
F5

手
形
交
換
所
.の
設
あ
り
.
就
中
重

要
な
な
も

の
を
倫
敦
手
形
交
換
所
な
り
ぎ
す
。

現
今
其
組
合
銀
行
は

英
蘭
銀
行
の

外
十
八
行

に

し

て
、

一
八
五
四
年
よ
り
六
四
年

に
至
る
迄
は
確
實
な
る

倫
敦

の
銀
行
の
加
人
を
許
容
し
た
れ
こ
も
、
爾
来
其
慣

習
を
摸
し
、
新
に
銀
行
の
加
入
を
許
さ
す
濁
占
的
地
位

を
保
有
せ
し
、
獲
て
組
合
銀
行
の
鰍
も
蜷
國

に
比
し
て

・
比
較
的
少
な
く
、
倫
敦
及
地
方
の
銀
行
は
組
合
銀
行
の

.

業
務
を
買
敬
し
叉
は
之
ざ
合
併
せ
ん
こ
ぜ
を
徹
せ
り
、

現
今
多
数
の
有
力
な
る
銀
行
な
交
換
所
以
外

に
立
ち
組

合
銀
行

を
代
理
者
ε
し
て
手
敷
料
を
支
佛
ひ
手
形
の
交

換
を
爲
せ
り
。

午
品別
交
換
は
九
時
よ
り
始
ま
り
正
午
迄
行
は
る
.＼
も

の
に
し
て
、
交
換
を
な
す

に
は
先
づ
他
の
交
換
銀
行
宛
.

の
小
切
.手
を
銀
行
に
依
b
分
類
し
、
持
出
交
換
方
は
之

を
支
拙
銀
行
の
名
稽
に
從

ひ
持
出
帳
簿
に
記
入
し
、
之

を
手
形
交
換
所
に
持
参
し
て
支
軸
銀
行
舵
交
付
す
、
支

第
+
巻

(第
五
號

一
四
)

七

}
O

拙
銀
行

の
交
換
方
は
其
金
額
を
受
入
帳
簿
に
記
入
し
、

計
算

の
正
否
を
検
し
た
る
後
小
切
手
を
持
参
し
て
銀
行

に
蹄

る
も
の
ε
す
、
午
後
の
交
換
は
二
時
半
に
始
ま
り

午
前
交
換
ε
同
様
の
手
織
を
爲
し
、
四
塒
五
身
迄

に
小
.

切
手

の
交
付
を
受
く
、
交
換
を
閉
つ
る
時
は
各
銀
行
は

持
出
帳
簿
を
諦
銀
行
の
受
入
帳
簿
ε
引
合
せ
、
其
総
計

が
符
合
せ
ざ
る
時
は
之
を
訂
正
し
、
両
帳
簿
が
符
合
す

る
に
至
れ
ば
各
銀
行
の
交
換
方
は
交
換
差
額
表
を
作
成

し
て
計
算
を
な
し
、
受
取
左
べ
き
残
額
は
緑
票
に
記
入

し
、
支
抽
ふ

べ
き
残
額
は
白
票
に
証
人
し
、
交
換
所
の

監
事
之
に
署
名
し
て
英
蘭
銀
行
に
劃
す
る
指
圖
書
ε
儒

レ
、
痩
額
が
借
方

ご
な
る
時
は
交
換
銀
行

の
預
金
勘
定

よ
り
受
取
銀
行
の
勘
定
に
振
替

へ
、
之
に
反
し
て
残
額
.

が
貸
方
ε
な
る
聴
は
支
擁
銀
行
の
預
金
勘
定
よ
り
交
換
.

銀
行
の
勘
定
に
振
替
を
行
ふ
も

の
ご
す
、
而
し
て
交
換

し
た
る
小
切
手
の
内
振
宛
銀
行
に
於
て
支
彿
ふ
乱
」
ご
能

は
ざ
る
も
の
は
、
支
拙
を
拒
絶
し
た
る
理
由
を
記
載
し

て
交
換
所

に
逗
附
し
、
差
額
表

の
借
方
に
記
入
す
る
も

の
こ
す
。

倫
敦
手
形
交
換
所
に
於
て
は
、
市
中
交
換
.
(円
o
ξ
昌

月



Ω
2
「ぎ
σq
)の
外

一
八
五
八
年
以
来
地
方
交
換
.(∩
2
三
豊

Ω
。
鼠
・
円
行
は
る
、
地
方
交
換

は
午
前
+
聴
宇
よ
り
午

後
零
時
坐
・
に
至
る
も
の
に
し
て
、
土
曜
日
に
は
午
前
十

時
に
始
ま
り
十

}
時
宇
に
終

る
も
の
ご
す
、
此
交
換
を

行
ふ
に
は
、
地
方
銀
行
は
倫
敦
交
換
銀
行
を
代
理
店

ご

な
し
置
き
、
日
々
牧
受
す
る
他
地
方
銀
行
宛
の
小
切
手

は
之
を

「
括
し
て

夕
便
を

以
て

倫
敦
代
理
店

に

逡
附

す
、
倫
敦
に
於
け
る
代
理
銀
行
は
翌
朝
之
を
受
取
b
、
・

地
方
交
換
に
持
出
し
支
抽
銀
行
の
代
理
店

に
交
付
す
、

之
を
受
取
り
た
る
銀
行
は
そ
の
小
切
手
を
地
方
銀
行

に

逡
付
し
、
地
方
銀
行
は
翌
朝
之
を
受
取
り
、
検
査
を
寫

し
た
る
後
倫
敦
代
理
店

に
勘
定

の
記
入
を
通
知
す

る
を

以
て
、
倫
敦
銀
行
は
此
報
告
に
よ
り
支
繊
を
な
す
も
の

な
り
、
故

に
交
換
の
當
日
共
残
額
を
決
済
す
る
能
は
季

し
て
翌
々
日
に
至
り
市
中
交
換

ぜ
共
に
決
済
す
る
も
の

ε
T
、
此
交
換

に
依
り
地
方
銀
行
は
他
地
の
銀
行

に
宛

て

一
々
小
切
手
を
郵
逡
す
る
手
数
を
節
約
し
、
地
方
銀

・
行
の
小
切
手
は
廣
く
流
通
す

る
に
至
る
を
以
て
、
通
貨

を
節
約
し
其
取
引
を
増
加
す
る
こ
ε
を
得

べ
し
。

更

に

一
九
〇
七
年
二
月
よ
り
府
内
交
換

(竃
①
町
。℃
。
-

雑
.
鎌

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
、完
)

一団匠
コ
Ω
O
舞
ぎ
げq
)
(倫
敦
大
銀
行
の
支
店
F
し
て
Ω
耳
以
外
の
倫
敦

に
設
立
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
㌧
手
形
交
換
な
な
す
為
云
ふ
)

を
開
始
す

る
に
至
れ
り
、
此
交
換
は
普
通

の
日

に
は
午
前
九
時
に

始
ま
り
十
職
三
十
分
に
終
り
、
土
曜
日
に
は
午
前
八
時

四
十
五
分
よ
り
九
時
五
十
分
迄
行
は
る
＼
も
の
な
り
、

從
來
交
換
銀
行
の
倫
敦
支
店
宛
の
小
切
手
の
取
立
は
郵

便
に
依
り
又
は
各
銀
行
よ
り
行
員
を
派
出
し
て
之
を
寫

せ
し
が
、
・同
年
以
来
此
取
立
の
方
法
を
磨
止
し
、
手
形

交
換
所
に
由
り
支
店
宛
小
切
手

の
取
立
を
寫
す
に
至
れ

り
、
此
交
換
に
於
て
は
各
銀
行
は
全
市
の
支
店
宛

の
小

切
手
を
交
換
所
に
て
受
取
り
て
直
榜
}に
各
支
店
に
逡
附

し
、
返
還
小
切
手
は
普
通
日

に
は
午
後
四
時
五
分
土
曜

日
に
は
午
後

一
時
迄

に
附
せ
ら
る
も

の
な
り
、
府
内
交

換

の
差
額
は
市
中
交
換

に
依
り
決
濟
せ
ぢ
る

、
も
の
・に

し
て
、
府
内
交
換

の
合
計
は
市
中
交
換
の
差
額
表
に
附

加
せ
ら
る

、
も
の
ざ
す
、
此
交
換
に
依
り
各
銀
行
は
倫

敦
支
店
宛
の
小
切
手
を

一
々
,取
立

つ
る
不
便
を
見
る
Σ

に
至
b
現
今
三
百
三
十
三
行
の
本
支
店
は
此
制
度
を
利

用
せ
力
。、

第
二
項

北
米
合
衆
國

第
十
巻

(第
五
號

「
一
五
)

七

一
一

22)(H・w・ ・しb・0・ ・B・nki・gC1・a・i・g・Syst・mandCl… 」・gH。 ・…,P.・4一 ・。4)

(」.c・Cannon・Clearin』 ■Houses,.P・32L-334)(C.H.Systemsinthe

World,P.25-26)



雑

臨

手
形
交
換
所
制
度
論
(三
、完
)

一
八
五
三
年
紐
育
手
形
交
換
所
の
創
設

せ
ら
れ
し
以

來
手
形
交
換
所
は
各
地

に
設
立
せ
ら
れ
、

一
九

一
〇
年

'
に
は
既
に
百
八
十
九
の
多
き
に
達
せ
り
、
而
し
て
倫
敦

手
形
交
換
所
の
如
く
少
鰍
の
銀
行
に
隈
ら
申
し
て
、
組

合
銀
行
四
分
の
三
以
上

の
投
票
あ
れ
ば
加
入
を
許
す

こ

ざ

、
な
せ
る
を
以
て
、
其
組
合
銀
行
の
敷
も
多
敷

に
上

れ
り
..
斯
く
米
国

に
於
て
手
形
交
換
所
の
獲
達
せ
る
所

以
は
、

一
は
産
業
㎝の
湛
…歩
旺
盛
な
る
に
あ
り
ε
錐
も
、

圭
ε
し
て
同
国
銀
行
制
度
に
因
る
所
な
り
ご
す
、
、蓋
し

米
國

に
於
て
は
銀
行
支
店
制
度
行
は
れ
ざ
る
を
以
て
、

(國
立
銀
行
ー-
支
店
な
設
置
す
ろ
、長
能
に
ず
)

一
行
内
に
於
け
る

.

振
替
を
少
な
か
ら

し
め
、
從
て
手
形
交
換
額
を
多
か
ら

し
む
る
や
疑
な
し
、
加
之
銀
行
界

の
中
心
把
る
べ
き
中

央
銀
行
存
在
せ
ざ
る
が
故

に
、
常

に
銀
行
間
に
團
結
を

計
b
、
恐
慌
等

に
際
し
て
共
同
的
行
動
の
本
部
ε
駕
れ

.

る
は
手
形
交
換
期

に
し
て
、
此
等
特
種
業
務
を
有
す
る

こ
ご
亦
米
國
の
各
地
に
共
設
立
を
促
進
せ
し

一
原
因
陀

ら
す
ん
ぱ
あ
る
べ
か
ら
季
、
且

つ
英
国
其
他

の
如
《
交

換
差
額
を
中
央
銀
行
の
振
替

に
依
り
決
済
す
る
の
便
を

有
せ
す
、
現
金
を
用
ゐ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
が
故
に
、
此

第
十
巻

〔第
五
號

二

六
)

七
一
二

不
便
を
除
去

せ
ん
が
た
め
に
種
々
の
方
法
を
講

じ
、
或

は
交
換
所

の
支
配
人
が
其
日
の
決
濟
に
於
て
交
換
所
に

謝
し
借
方
ご
な
り
た
る
銀
行
に
宛
て
小
切
手
を
振
出
し

て
貸
方
銀
行
に
與
ふ
る
こ
ε
.あ
り
、
或
は
貸
方
銀
行
よ

か
借
方
銀
行
に
謝
し
交
換
差
額
を
利
附
叉
は
無
利
子
を

以
て
貸
付
く
る
こ
ε
あ
り
、
或
は
手
形
交
換
所
の
金
貨

及
び
通
貨
預
證
券
合
衆
国
大
賊
省
證
券
等
を
用
ふ
る
も

の
あ
り
、

或
.は
他
市
宛
の
手
形
を

使
用
す

る
こ
ご

φ

り
、
∩
豊
昌
o口

底
の
説

に
抵
れ
ば
、
合
衆
国
手
形
交
換

所

の
四
割
は
差
額

の
支
梯
に
他
市
宛
手
形
を
用

ひ
、
三

割
は
支
配
人
小
切
手
、
二
割
五
分
は
現
金
、
襲
餓
の
五

分
は
種
々
の
方
法
を
併
用
せ
り
ε
云
ふ
。

紙
背
手
形
交
換
所

に
て
は
差
額

の
支
繊
は
金
貨
法
貨

た
る
銀
行
券
及
び
金
證
券
を
用
ゐ
、
其
支
佛
額
の
五
分

の
四
は
手
形
交
換
所
證
券

〔Ω
。註
お

団
2
器

Ω
。
匡
.

∩
Φ轟
津
騨
仲①
ω)
に
依
れ
り
。
、

交
換
を
許
す

べ
き
證
券
の
種
類
は
手
形
交
換
所
組
合

員
の
定
む
る
所
に
し
て
.、
通
常

一
覧
拙
文
鳳
満
期
の
小

切
手
爲
替
手
形
及
び
預
金
謹
書
な
り

ε
す
、
黙
れ
こ
も

約
衷
手
形
及
び
銀
行
に
於
て
支
彿
は
る
べ
き
満
期
の
引

b



受
手
形
を
許
す
も
の
あ
り
、
又
交
換
銀
骨
の
取
引
先
な

る
市
外
の
銀
行
宛
の
小
切
手
及
び
手
形
を
加
ふ
る
も
の

あ
b
、
而
し
て
合
衆
国
に
て
は
手
形
交
換
所
組
合
は
手

形
交
換
所
決
済
の
事
務
を
行
ふ
の
み
な
ら
す
し
て
種

々

の
特
殊
な
る
職
分
を
有
し
、
政
府
に
貸
附
を
爲
し
、
組

合
員
の
相
互
救
済
、
預
金
利
率
の
決
定
、
爲
替
料
、
取

立
手
数
料
を

一
定
す

る
こ
ご
等
を
行
ふ
、
特
に
恐
慌
に

際
.し
て
貸
附
證
券

を
獲
付
し
て
之
を
抑
制
す

べ
き
重
要

な
る
職
分
を
有
す

る
こ
ε
は
既
述

せ
し
所

の
如
し
。
、

第
三
項

濁
逸

凋
逸
に
於
.け
る
手
形
交
換
所
制
度
は
.英
国
及
び
米
国

の
如
く
大
な
る
獲
達
を
爲
さ
す
馬
蓋
し
同
国
に
於
て
は

未
だ
現
金
取
引

の
慣
習
行
は
れ
、
銀
行
を
出
納
者
ピ
爲

し
之

に
謝
し
て
小
切
手
を
振
出
す
こ
ε
極

め
て
尠

き
を

以
て
な
り
、
(註
の
】)
加
之
振
替
制
度

(
O
ぼ
o
乏
⑦蒔
o
ゴ
ご

著
し
く
獲
達
せ
る
を
以
て
(註
の
二
)
銀
行
を
手
形
の
支
繊

場
所
ε
な
す
こ
ご
は
濁
逸
帝
國
銀
行
頻
り
に
之
を
勧
奨

す

ご
雌
も
、
其
決
濟
は
主
窪
し
て
振
替
制
度
に
依
り
、

從
て
手
形
交
換
所
を
利
用
す

る
こ
ビ
極

め
て
稀
な
り
ε

す
。
.
.雑

臨

手
形
交
換
所
制
度
論

(三
、完
)

又
伯
林
に
は

bゴ
。島
コ
q

囚
駐

窪
く
Φ邑
コ
ε
稽
す
る
も

の
あ
り
、
取
引
所

に
於
て
取
引
せ
ら
れ
た
る
各
種
語
券

の
交
付
及
び
代
金
交
換
は
此
機
關

に
伐
り
て
交
換
せ
ら

れ
獲
て
、
手
形
交
換
所
を
利
用
す
る
の
必
要
大
に
削
減

せ
ら

る
ε
云
ふ
、
而
し
て
凋
り
溝
壑

の
手
形
交
換
所
が

比
較
的
顯
著
な
る
獲
展
を
示
す
所
以

の
も
の
は
、
同
市

に
は

一
八
七
五
年
ま
で
所
謂
振
替
銀
行
成
立
し
銀
行
を

経
て
受
彿
を
な
す

の
風
習
行
は
る

、
こ
ご
久
し
か
り
・し

を
以
て
、
現
今
手
形
交
換
組
合
は
僅

に
五
行
に
過
ぎ
ざ

れ
こ
も
、
帝
人
は
勿
論

【
般
市
民
も
此
等

の
銀
行

に
預

金
勘
定
を
開
き
以
て
・出
納
事
務
を
委
託
せ
る
に
あ
り
。

上
述
せ
し
如
く
凋
逸

に
て
は
漱
洲
大
陸

に
於
け
る
他

の
諸
国
ご
同
じ
く
、
手
形
交
換
所
制
度
は
金
融
方
面
に

於
て
重
要

の
用
務
を
爲
す
も
の
に
あ
ら
す
ε
雌
も
、
輓

近
著
し
き
獲
達
を
示
し
、
既

に

一
九

一
〇
年
末
の
調
査

に
由
れ
ば
、
同
國
に
於
け
る
手
形
交
換
所

の
敷
は
二
十

二
、
其
組
合
銀
行
は
二
百
二
十
二
の
多
き
に
達
し
、
手

形

證
券

の
交
換
枚
数

一
二
、
=
二
〇
、
O
O
O
、
○
0
0
、

交
換
金
額

五
四
、
三
四

一
、
八

二

、
O
O
O

馬
克
に
上

れ

り

。
、

第
十
巻

(第
五
號

一
一
七
)

そ

一
三
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雑

錐

与

形
交
換
所
制
魔
論
(三

、完
)

(註

ノ

一
)

濁
逸

」
於

又
も
學
者
實
際
家
は
屡

々
小
切
手
使
用
の
奨
働

繁
々
講
ぜ
し

ε
雌
も
政
府

は
常

に
小
切
手
に
課
税
し
及
其
有
妓
期
限

の
短
縮
な
主
張
冠
し
々
以
て
未

だ
著
し
き
進

歩
た
見
う
に
至
ら
す
。
、

(註
ノ
=
)

濁
泌
帝
国
銀
行
は
現
今
全
国
国
四
百
八
+
有
餓
の
支
店
を

有
す
る
が
故

に
卑
に
同

一
の
都
市

に
於
て

の
み
な
ら
す
遠
隔

ぜ
る
地

方

ド
於
け
ろ
支
佛
に
も

此
振
替

の

方
法
存
以
て

決
済
す

ろ
こ
ε
な

得

、
且
又
帝
国
銀
行
に
口
座
な
.有
ゼ
ぎ
る
者

ミ
雌
も
小
額
の
手
数
料

々
支
沸
ふ
ε
含
に
口
座
.々

有
す

ろ
者
に
射
し
て
彿
込
む
こ
ε
な
得

る

も
の
F
し
て
其
作
用
恰
も
自
働
電
謡
の
如

し
。

第
四
項

佛
蘭
西

佛
國
に
於
て
は

「
八
七
二
年
巴
里

の
大
銀
行
が
巴
里

手
形
交
換
所

(O
冨
ヨ
げ
話

号

O
。
日
題
コ
旨
一回。
口
).を
設
立
.

せ
し
以
来
新
に
設
置
せ
し
も
の
な
く
、
其
交
換
高
の
如

き
も
、
他
國
に
比
し
て
頗
る
僅

少
な
る
は
、
そ
の
原
因

一
に
し
て
足
ら
ざ
乃
べ
し
ざ
錐
も
、
主
ご
し
て
同
国
に

於
て
小
切
手
の
使
用
未
だ
普
及
せ
す
、
加
之
中
央
銀
行

振
替
制
度
獲
達
し
て
多
数
の
取
引
が
中
央
銀
行
.の
帳
簿

上
に
於
て
受
彿
を
了
し
、
敢
て
手
形
交
換
所
を
利
用
す

る
を
要
せ
ざ
る
に
由

る
な
与
。

撚
り
ε
雄
も
返
球
地
方
の
大
都
市
は
緯
湾
上
多
大
の

獲
展
を
な
し
地
方
銀
行
も
愈

々
盛
大
ε
な
る
に
當
り
、

第
+
巻

{
第
五
號

一
一
入
)

七

一
四

依
然
手
形
交
換
所
の
設
置
を
鉄
ぐ
は
甚
だ
不
便
た
る
を

以
て
、
早
晩
地
方
に
も
相
當

の
設
備
を
見

る
に
至

る
べ

き
は
自
然

の
.勢
な
b
ε
云
は
ぎ
る
べ
か
ら
す
。、

,

第
二
歎

我
國
に
於
け
る
手
形
交
換
所
制
度

我
国
に
於
て
も
有
識

の
士
、
夙
に
手
形
交
換
の
便
法

を
唱
道
し
て
之
が
開
設
を
促
せ
し
ε
難
も
、
東
京
の
如

き
は
敷
百
年
以
來
手
形
取
引
全
く
行
は
れ
す
し
て
、
悉

く
現
金
を
使
用
す
る
の
慣
習
な
り
し
が
爲
め
、
金
融
上

の
不
便
不
利
實
に
甚
だ
し
か
り
し
が
、
明
治
十
五
年
十

二
月
手
形
條
令
の
綾
布
以
來
、
東
京
銀
行
集
會
所
同
盟

銀
行
中
二
三
の
銀
行
自
ら
.率
先
者

ε
な
b
て
、
府
下
の

重
立
ち
た
る
商
業
家
を
集

め
て
手
形
取
引
の
便
益
を
説
、

き
、
其
使
用
法
を
漱

へ
て
煽
ん
に
之
が
使
用
を
鼓
吹
し

た
し
し
も
、
當
.時
荷
縄
濟
思
想
の
幼
稚
な
り
し
ご
因
襲

の
一久
し
き
ξ
は
、
両

々
相
扶
ち
て
之
が
利
用
を
駕
す
、者

.甚
だ
鮮
く
、
爲
め
に
金
融
沮
清
し
て
商
業

の
進
歩
實
に

遅
々
た
る
も
の
な
り
き
、
然
な
に
経
済
界
の
獲
達

に
俘

ひ
て
各
般
の
取
引
漸
く
頻
繁
を
加
ふ
る
に
至
り
し
ょ
り

嚢

に
手
形
の
使
用
を
嫌
厭
し
π
る
彼
等
商
賈
も
勢

ひ
現

金
取
引
の
不
便
に
し
て
且

つ
迂
遠
な
る
を
悟
b
、
藪
に
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手
形
の
流
通
漸
く
増
加
せ
る
の
傾
向
あ
b
し
を
以
て
、

明
治
二
+
年
+
二
月
第

函

立
銀
行
艸
+
銀
行
共
同
し

て
紐
育
手
形
交
換
所
の
規
程
に
濫
捺
し
、
手
形
交
換
所

な
る
も
の
を
甫
め
て
東
京
銀
行
集
曾
所
内

に
設
撤
し
、

交
換
所
組
合
銀
行
中
に
於
て
牧
受
し
た
る
各
種
の
手
形

小
切
手
を
交
換
決
済
せ
し
、
斯
く
て
明
治
二
十
四
年
に

葦
b
、

田
本
銀
行
に

依
頼
し
て

其
日
々
の

交
換
差
額

鳳
、
日
本
銀
行
常
座
勘
定
の
振
替
を
以
て
決
済
し
得
る

こ
ご
、
な
り
た
る
よ
り
、
同
年
こ
月
二
十
八
日
從
來
の

手
形
交
換
所
を
塵
止
t
て
、
更
に
笙

國
立
銀
行
外
+

行
を
以
て
東
京
手
形
交
換
所
を
銀
行
集
會
所
内

に
開
始

し
た
り
、
爾
來
我
国
運
の
潅
暢
は
酒
々
こ
し
て
各
鳳
事

業
の
上
に
及
び
、
・
信
用
亦
大
に
獲
達
し
て
手
形

の
使
用

任
盛
に
綴
ひ
、
爲

め
に
手
形
交
換
所
は
金
融
界
裡
必
須

め
機
關
ε
し
て
其
奴
用
を
漸
く
聚
揮
す
る
に
至
れ
り
。

明
払旧
二
十
山
ハ
年
一二
月
罰
則
⊥
ハ伽
同
僚
劫
}設
け
、
明
治
一
}

ヂ

入
九
年
の
頃

に
は
更
に
藪
行

の
加
盟
を
許
し
て
益
々

事
業
の
撮
張
を
謀
り
、
「明
治
二
十
九
年
日
本
銀
行

の
新

築
落
成
ε

共
に

同
年
五
月

一
日
よ
b

同
行
内
に

移
軸

し
目、
方
今
加
盟
銀
行
の
数
、
本
支
店
を
合
せ
て
四
十
四

雑

糠

手
形
交
換
所
制
度
論
〔三
、完
)

の
多
き
に
及
び
、
大
正
七
年
半
に
於
け
る
交
換
手
形
の

枚
数

一
、三
二
四
、
五
九
三
、
交
換
高
⊥ハ
、
大
入
三
、
一
七

七
、
五
二
七
圓
の
互
額
を
示
す

に
至
れ
り
。

之
に
反
し
て
、
大
阪
は
古
来
海
陸
交
通
の
便
開
け
て

百
貨
當
に
輻
輳
し
、
商
業
旺
盛
を
極

め
、
各
般
の
取
引
頻

繁
な
る
よ
り
、
手
形
小
切
手
の
利
用
夙
に
熾
な
b
き
、

之
を
以
て
明
治
十
二
年

四
月
第
十
三
国
立
銀
行
外
十
五

行
相
謀
り
て
大
阪
手
形
交
換
所
を
組
織
し
た
b
、
是
れ
.

東
京
手
形
交
換
所

の
設
立
に
先
立

つ
こ
ご
八
箇
年
に
七

て
、
實
に
本
邦
に
於
け

る
手
形
交
換
所
の
囎
矢
な
b
ご
.

す
、
黙
れ
ご
も
暫
時
草
創
の
際
其
組
織
禾
だ
完

か
ら
す

し
て
設
立
當
初
の
趣
意
を
十
分
に
貫
徹
す
る
こ
ご
能
は

ざ
り
し
か
ば
、
明
治
二
十
九
年
東
京
手
形
交
換
所
に
徽

ひ
、
.大
阪
手
形
交
換
所
を
日
本
銀
行
大
阪
支
店
内
に
設

置
し
、
日
存
手
形
小
切
手

の
交
換
を
行

ひ
て
貸
借
關
係

の
圓
滑
を
謀
り
、
組
合
銀
行

の
敷
亦
年
ε
共
に
増
加
し

て
、
方
今
四
十
二
行
に
及
び
、
其
獲
連
日
に
益

々
著
し

く
、
大
正
七
年
度

に
於
け
る
交
換
手
形
放
散

一
、
〇
三

九
、

=

天

、
交
換
高
五
、
五

一
九
、
二
二
五
㌃
⊥
ハ
六

三
ε
な
れ
り
。

第

十
巻

(
第
五
號

一
一
九
)

七

「
五

、

、



.
霜

繰

好
激
無
の
反
動
ε
物
侃

輓
近
商
工
業
の
隆
昌
に
俘

ひ
、
信
用
組
織
の
襲
蓬
に

連
れ
て
、
手
形
の
受
授
日
に
益
々
増
加
す
る
に
至
り
.し

ょ
り
、
明
治
三
十
年
七
月

一
日
に
は
帥
戸
手
形
交
換
所

設
置
せ
ら
れ
、
明
治
三
+

一
年

一
月
+
五
日
に
は
京
都

手
形
炎
換
所
逼
り
、
同
三
十
三
年

二
月

一
日
に
は
横
濱

手
形
交
換
所
の
成
立
を
見
、
其
後
名
古
屋
、
廣
島
、
關
…

門
、
金
澤
、
函
館
、
小
樽
、
札
幌
等
各
手
形
交
換
所
相
.

次

い
で
設
置
さ
る
、
に
至
れ
り
。
.

結

論
」

要
之
、
本
邦
に
於
け
る
手
形
交
換
所
は
、
其
設
立
以

來
未
だ
年
所
を
経
る
こ
ε
少
し
ε
雌
も
、
手
形
交
換
所
一

の
敷

に
於
て
も
、
亦
交
換
高
に
於
て
.も
、
長
足
の
獲
達

を
遂
げ
た
.み
も
の
ど
云
は
ざ
る
べ
か
ら
す
、
.而
し
て
本

邦
に
於
け
る
手
形
交
換
所
規
約
展

何
れ
も
英
米
二
法

の
長
を
取
り
短
を
捨
て
た

る
も
の
に
し
て
、
殊

に
交
換

手
績
及
び
交
換
尻
決
済
方
法
は
頗

る
完
備
…せ
る
も
の
な

り
、
然
b
ε
錐
も
吾
人
は
之
を
以
て
直
ち
に
満
足
す

べ

き
に
な
ら
黛

荷
施
設
政
善
を
加
ふ

べ
き
難
多
し
、
即

ち
地
方
交
換
問
題
㊨
如
き
、
其
他
手
形
交
換
所
特
種
業

務

の
如
き
、
取

っ
て
以
て
我
邦
に
移
植
す

べ
き
も
の
多

第
十
塩

(第
五
號

一
二
〇
)

七
一
太

く
存
す
、
惟
ふ
に
銀
行
業

の
獲
蓮

に
從
ひ
て
手
形
交
換

所

の
任
務

は
愈
擬
賑
せ
ら
れ
、
其
純
濟
上

の
地
位
も
亦

蠢

々
重
要

の
程
度
を
加
ふ
る
に
至
る

べ
し
、
足
れ
凋
り

我
国
に
於
け
る
の
み
な
ら
ず
實
に
世
界
各
国
に
於
け
る

手
形
交
換
所
の
趨
勢
ざ
謂
ふ

べ
し
。
(完
)


